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むらむらと 四辺 を 包んだ。 鼠色の 雲の 中へ、 すつ き 

えん 

リ浮 出した ように、 薄化粧の 艷な 姿で、 電車の 中から、 

颯と 硝子 戸 を 抜けて、 運転手 台に 顕われた、 若い 女の 

みな リ あらまし 

扮 装と 持物で、 大略 その 日の 天気模様が 察 しられる。 

日中 は 梅の 香 も 女の 袖 も、 ほんのりと 暖かく、 襟 巻 

ではち と 逆上せる くらいだ けれど、 晚 になる と、 柳の 

風に、 黒髪が ひやひやと 身に 染む 頃。 もうち と 経つ と、 

花曇りと いう 空 As ながら、 まだ どうやら 冬の 余波が あ 

りそうで、 ただこう 薄暗い 中 はさ もない が、 処を 定め 



かさ 

ず、 時々 墨 流しの ように 乱れ かかって、 雲に 雲が 累な 

まじ けはい 

ると、 ちらちら 白い もので も 交りそう な 気勢が する。 

さんち 

::: 両三日。 

今朝 は麗 かに 晴れて、 この 分なら 上野の 彼岸桜 も、 

ひる ご ろ 

うつかり 咲きそう なと いう、 午 頃から、 急に 吹 出して、 

随分 風 立った のが 未だに 止まぬ。 午後の 四時 頃。 

ひとしき リ かすみ 

今し がた 一時、 大路が 霞に 包まれた ようになって、 

こうもり しずく 

洋傘 はび しょび しょす る …… 番傘に は I 卞 もしないで、 

くるま ほろ てら てらつ や さつ かか 

俥 の 母 衣 は 照々 と艷を 持つ ほど、 颯と 一 雨掛 つた 後で。 

ほつ いき つ さま 

大空の どこか、 吻と 呼吸 を 吐く 状に 吹 散らして、 雲 

切れが した 様子 は、 そのまま 晴 上りそう に 見える が、 



ひあし きまぐ 

淡く 濡れた 日脚の 根が 定まらず、 ふわ ふわ 気紛れに 暗 

くなる から …… また 直きに 降つ て 来そう にも 思われる。 

あまじたく せった 

すっかり 雨支度で いるの も あるし、 雪駄でば たばた 

からかさ 

と 通る の も ある。 傘 を 拡げて 大きく 肩に かけた のが、 

だ て おお ざつ ま ゆ 

伊達に 行 届いた 姿見よ がしに、 大薩 摩で 押して 行く と、 

すぼめて、 軽く 手に 提げた の は、 しょんぼり 濡れた も 

ゆい もの を、 と 小唄で 澄まして 来る。 皆 足 ど りの、 忙 

しそうに 見えない のが、 水 を 打った 花道で、 何となく 

春ら しい。 

と と i« り 

電車の ちょっと 停まった の は、 日本 橋 通 三 丁目の 

赤い 柱で。 



今 言った その 運転手 台へ、 鮮麗に 出た 女 は、 南部の 

こ まげた 

表つ き、 薄 形の 駒下駄に、 ちらりと かかった 雪の 足袋、 

こうはぶ たえ つま さば なび 

紅 羽二重の 棲 捌き、 柳の 腰に 靡く、 と 一段 軽く 踏んで 

下りよう とした。 

こん じゃのめ 

コ オト は 着ないで、 手に、 紺 蛇 目 傘の 細々 と 艷のぁ 

る を 軽く 持つ。 

ちょうど、 そこに 立って、 電車 を 待合 わせて いたの 

ふな ざき ちかづき 

が、 舟 崎と いう 私の 知己 —— それから 聞いた の を ここ 

に 記す。 

力， 19 ほ 

舟 崎 は 名 を 一 帆と いって、 その 辺の ある 保険会社の 

ちょっと いい 顔で 勤めて いるの が、 表 向 は 社用に つき 



一軒 廻って 帰る 分。 その実 は 昨夜の 酒 を 持 越しの ため、 

四時び けの 処を待 兼ねて、 ちと 早めに 出た 処、 いさ さ 

か 懐中に 心得 あり。 

い つたん うち 

一旦 家へ 帰って から 出直しても よし、 直ぐに 出掛け 

ても怪 しゅうは あらず、 またと …… 誰か 誘おう かな ど 

と、 不 了簡 を 廻らしながら、 いつも 乗って 帰る 処は忘 

れ ないで、 件の 三 丁目に ネ みっつ、 時々、 一粒 ぐら 

こ-つ ち り 

いぼつ りと 落ちる の を、 洋 まの 用意 もない に、 気に も 

しないで、 来る もの は 拒まず …… 去る もの は 追わず の 

気構え。 上野 行、 浅 草 行、 五六 台 も 遣 過ごして、 

がらす どご こま のぞ 

硝子 戸越し に 西洋 小 間 もの を 視く人 を 透かしたり、 横 



ように 吹 出す 煙が、 渦巻き かかって 電車に 崩る るか、 

す さま 

と 思う まで 凄 じく 暗くな つた。 

頸 許が ふと 気になる と、 尾を曳 いて、 ばらばらと 玉 

が 走る。 窓の 硝子 を 透して、 I 卞の その、 ひやり と 冷た 

く 身に 染 むの を 知っても、 雨と は 思わぬ ほど、 実際 上 

の 空で いたのであった。 

さあ、 浅 草へ 行く と、 雷 門が、 鳴 出した ほどな その 

さわ ギー 

S 勖。 

ど さど さ 打 まける ように 雪崩れ て 総立ちに 電車 を 出 

る、 乗合の あわただし さより、 仲 見 世 は、 どっと 音の 

する ばかり、 一面の 薄墨へ、 色 を 飛ばした 男女の 姿。 



りと 離れた。 

さま 

と 思う と、 袖 を 斜めに、 ちょっと 隠れた 状に、 一 帆 

の 方へ 蛇 目 傘ながら 細りした 背 を 見せて、 そこの 絵 

草 紙屋の 店を視 めた。 けばけば しく 彩った 種々 の 千代 

紙が、 染 むが ごとく 雨に 鏈れ て、 中で も 紅が 来て、 女 

の 瞼 を ほんのり とさせた ので ある。 

そば 

今度 は、 一 帆の 方が その 傍へ 寄る ようにして、 

「どっちへ いらっしゃる。」 

「私 9 …… 」 

からかさ ゆんで そ 

と 傘 の 柄に、 左手 を 添えた。 それが 重い ものの よ 

うに、 姿が 橈った。 



帆 は 急に 寂しくな つた。 

妙に 心 も 更 まって、 しばらく 何事 も 忘れて、 御堂の 

おお ぢ よ-つちん おご そ 

階段 を …… あの 大 提灯の 下 を 小さく 上って、 厳かな 

廂を …… 欄干に 添って、 廻廊 を 左へ、 角の 擬宝珠で 留 

まって、 何やらぎ と 一 息つ いて、 零す るまで もない が- 

しつと リ とする 帽子 を 脱いで、 額 を 手 布で、 ぐい、 と 

ぬぐ 

拭った。 

「素面 だからな。」 

ひとりごと しご かた ほ な 

と 歎息す るよう に 独 言して、 扱いて 片頰を 撫でた 

手 を そのまま、 欄干に 肱 をつ いて、 遍く 境内 を ずらり 

と視 めた。 



早い もので、 もう 番傘の 懐手 、 高 足駄で 悠々 と 歩行 

くの が ある。 …… そうかと 思う と、 今にな つて 一 目 散 

に 駆 出す のが ある。 心 は 種々 な処 へ、 これから 奥 は、 

うしろ ひきょう 

御堂の 背後、 世間の 裏へ 入る 場所 なれば、 何の 卑怯な、 

あいあいがさ おく そび き お 

相合傘に 後れ は 取らぬ、 と 肩の 聳 ゆるまで 一 人で 気 競 

うと、 雨 も 霞んで、 ヒ ヤヒヤと 頰に 触る。 一 I 卞 も酔覚 

の 水ら しく、 ぞくぞくと 快く 胸が 時め く …… 

が、 見 透し のど こへ も、 女の 姿 は 近づかぬ。 

「馬鹿な、 それつ きりか。 いや、 そうだろう。」 

と 打棄り 放す。 

大 提灯に はたはたと 翼 の 音して、 雲 は 暗い が、 紫の 



こうな つて は、 度胸が 据 つて、 

「だって 雨 を 潜って、 一人でび しょび しょ 歩行け ます 

ゝ _ 

力 」 

すき 

「でも、 その 方が お 好な 癖に …… 」 

と 云って、 肩で わざとら しくない 嬌態 をしながら、 

片手で ちょいと 帯 を 圧え た。 ぱ ちん 留が 少し 摺 つて、 

…… 薄い が 膨 りと ある 胸 を、 緋鹿 子の 下 X が、 八ッロ 

こぼ しゅす のぞ 

から 溢れた ように 打合わせの 糯 子を視 く。 

その 間に、 きりり と 挟んだ、 煙管 筒？ ではない。 

ぞうげ ぼね 

象牙 骨の 女 扇 を 挿して いる。 

今 圧え た 手 は、 帯が 弛んだ ので はなく、 その 扇子 を、 



愈々 不思議に なった。 

はず み じょう 

が、 それ も その 害、 あとで 身上 を 聞く と、 芸人 だと 

むすめて じな 

言う。 芸人 も 芸人、 娘 手品、 と 云う のであった。 

あんま 

思い 懸けず、 余り 変って はいた けれども、 当人の 女 

の 名告る もの を、 怪しい の、 疑わしい の、 噓言 だ、 と 

云った 処で 仕方がない。 まさか、 と は 考える が、 さて 

人の 稼業で ある。 此方から 推 着けに、 あれ それとも 極 

めら れ ないから、 とにかく、 不承々々 に、 そうか、 と 

うなず 

一 帆の 頷 いたの は、 しかし 観世音の 廻廊の 欄干に、 立 

みどう たんぼ だいきん 

並んだ 時で はない。 御堂の 裏、 田圃の 大金の、 と ある 

す き や づ く 

数寄屋造り 〔# 「数寄屋造り」 は 底本で は 「敷 寄 屋造リ 匕 



おど 

頂く。」 と 威す ように 云って 笑った。 

「まあ、 駄々 ッ児 のよう だ わね。」 

と莞爾 して、 

「貴方、」 と 少し 改まる。 

「え。」 

「あの、 少々 お 持 合わせが ござんす か。」 

と 澄まして 言う。 一 帆 は いささか 覚悟 はして いた 

「ああ。」 

おうよ-つ 

とわ ざと 鷹揚に、 

「幾 干ば かり。」 

「十 枚。」 



なった。 

さ つ ひきず 

端へ 出る のさえ、 後を慕って、 紙幣に 引 摺られ るよ 

まけお し 

うな 負惜 みの 外聞が あるので、 角の 処へも 出ないで い 

た。 なぜか、 がっかりして、 気が 抜けて、 その 横手 か 

みち おっくう 

ら 下りて、 路を 廻る の も 億劫で ならぬ ので、 はじめて、 

ふらふらと 前へ 出て、 元の 本堂 前の 廻廊 を 廻って、 欄 

干に ついて、 前 刻 来が けと は，. 勢が、 からりと かわつ 

なかおれ つば おもて 

て、 中 折の 鍔 も 深く、 面 を 伏せて、 そこ を 伝う 風 も、 

我ながら 迪々 しかった。 

めのまえ 

ト あの 大 提灯 を、 釣鐘が 目前へ ぶら 下った ように、 

ぎょっとして、 はっと 正面へ 魅 まれた 顔 を 上げる と、 



ひろまえ 

右の 横手の、 広 前の、 片隅に 綺麗に 取って、 時なら ぬ 

にしきぎ ひと もと あた リ 

錦 木が 一本、 そこへ 植わった 風情に、 四辺に 人 もな く 

からかさ まっしろ 

一 人 立って、 傘 を 半開き、 真白な 横顔 を 見せて、 

はえぎわ にっこり 

生 際 を 濃く、 美しく 目 迎えて 莞爾 した。 

I 沢山、 待たせて さ。」 と馴々 しく 云う のが、 遅くな つ 

さかさま う ら 

た 意味に は 取れず、 逆 に 怨んで 聞え る。 

かな 

言葉 戦い 合う まじ、 と 大手 を 拡げて むず と 寄って、 

「どこに しましょう。」 

「どちらへ でも、 貴下のお 宜しい 処が 可う ござんす。」 

「じ や、 行く 処 へいら つし やい。」 

「どうぞ。」 



ともう、 相合傘の 支度ら しい、 片袖を 胸に 当てる、 

柄よりも 姿が 細 りする。 

丈が すらりと 高島田で、 並ぶ と 蛇 目 傘の 下に 対。 

だいきん からかさ 

で、 大金へ 入った 時 は、 舟 崎 は 大胆に、 自分が 傘 

を 持って いた。 

けれども、 後で 気が 着く と、 真 打の 女 太夫に、 恭 

しく もさし かけた 長柄の 形で、 舟 崎の 図 は 宜しくない。 

通された のが 小 座敷で、 前 刻 言った その 四畳半。 廊 

下 を 横へ 通 口 〔# ルビの 「かよいぐ ち」 は 底本で は 「かよ 

ひとま 

ひぐち 匕 がちよ つ と 隠れて、 気の 着かぬ 処に 一 室 ある 



「ええ。」 と 云った が、 大概 察した。 この 上 尋ねる の は 

無益で ある。 

「お 名 は。」 

「私？ 名です か。 娘 …… 」 

むすめ こ と し 

「娘 子さん。 —— 成程 違いない、 で、 ぉ年紀 は？」 

「年 は、 婆さん。」 

「年 は 婆さん、 お 名 は 娘、 住所 は 提灯の 中で おいでな 

さる。 …… はてな、 いや、 分りました …… が、 お 商売 

は。」 

き 

ノー Irt ヽ 」 こ 

後に 舟 崎が 語つ て 言うよう 



いかに、 大の 男が 手玉に 取られた のが ロ惜 いといつ 

としごろ 

て、 親、 兄、 姉 を こそ 問わず も あれ、 妙齢の 娘に 向つ 

て、 お 商売？ はちと 思 切った。 

しかし、 さもしい ようで は あるが、 それに は 廻廊の 

さ つ 

紙幣が ある。 

その 時、 ちと 更 まるよう にして 答えた のが、 

「私 は、 手品 をいた します。」 

近頃 はた だ 活動写真で、 小屋で も 寄席で も 一 向-^ リ 

のない 処 から、 座敷 を 勤めさして 頂く。 

「ちょいと 嬰児さん におな り 遊ばせ。」 

おもいが 

思 懸けない、 その 御礼までに、 一 つ 手前 芸を 御覧に 



おおたい まつ なご リ 

大 松明の ごとく、 電燈 とともに 水に 投げて、 風の 余波 

しきた え 

は 敷 妙の 銀の 波。 

みつ 

ト瞻 めながら、 

かか たもと わき あけ 

「は、」 と 声が 懸る、 袖 を 絞って、 袂を 肩へ、 脇 明白 

ひとひら すべ あら つる 

き 花 一片、 手 を、 U つた か、 と 思う と、 非ず、 緑の 蔓に 

葉 を 開いて、 はらり と 船へ 投げた ので ある。 

ひとつ ま ひと 

ただ 一攫み なりけ るが、 船の 中に 落つ ると 斉しく、 

礫 打った 水の 輪の ように 舞って、 花 は、 鶴の 羽の ごと 

へ さき 

く 舳 にまで 咲き， /ほれる。 

その 時き リ りと、 銀の 無地の 扇子 を 開いて、 かざし 

すみと お 

た 袖の 手の しないに、 ひらひらと 池 を 招く、 と 澄 透る 



うしろ ひじかけ まど 

時に そよ がした 扇子 を 留めて、 池 を 背後に 肱掛 窓に、 

疲れたよ うに 腰 を 懸ける、 と 同じ 処に、 肱 をつ いて、 

あっけ 

呆気に 取られた 一 帆と、 フト顔 を 合せて、 恥じた る 色 

そむ 

して、 扇子 を そのまま、 横に 背いて、 胸 越しに 半面 を 

おお さしう つむ もすそ 

蔽 うて 差 俯向く 時、 すらりと 投げた 裳 を 引いて、 足袋 

つ ま 

の 爪先 を柔 かに、 こぼれた 棲 を 寄せた ので ある。 

フト 現から 覚めた 時、 女の 姿 は 早ゃなかった。 

女中に 聞く と、 

「お 車で、 たった今 …… 」 

明治 四十 四 (一九 一 一) 年 二月 
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